
第 1回キッズケアカフェふじ報告書 
 

初秋の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。富士圏

域における「医ケア児、重症心身障害児者」の地域共生社会勉強会「キッズケアカフェふ

じ」の第 1回が行われました。参加者は 22名＋スタッフ 5名でした。「医ケア・重症児者

この地域に必要なこと」がテーマでした。この地域の課題が色々話題になりました。現場

で汗を流している者が顔を合わせて話し合うことに重要性がよくわかりました。次回開催

は未定ですが、今回参加されなかった皆様もその節はご参加いただければ幸いです。 

 

日時： 平成 30年 7月 17日（木）18:45～20:15  

場所：トータルファミリーケア北西医院待合室 

テーマ：「医ケア・重症児者この地域に必要なこと」                 

参加人数：22名＋スタッフ 5名    

内容：               

レクチャー「小児・重症児者の在宅医療・福祉資源オーバービュー」 

ワールドカフェ（で出たフレーズ） 

 ショートステイ、レスパイト先に苦慮 

  小児科病棟、一般入院は減っている 

  病院ではリクリエーション、リハビリテーション慣れていない 

  福祉施設では看護師が 24時間の対応はできていない 

 サービス担当者会議を開きたいが・・・ 

 相談員の担当者が多すぎる 

 施設は夏休みが忙しい 

 訪問看護によるリフレッシュ事業は良いが、高額 

 知識・技術がブラッシュアップできる機会が欲しい 

 訪問看護の役割とは 

 特別支援学校入学前、卒業後の生活をどうするか 

 普通学級に通いたい・通わせたい児に看護師配置を 

 医学の進歩で医ケア児も増えている 

 災害時の電源確保が重要 

 吸引はまだハードルが高い部分も 

 

お問い合わせ、 

キッズケアカフェふじ実行委員会（代表：北西史直 トータルファミリーケア北西医院内） 

ＴＥＬ：61-0119  

※10月 13日は「出会える学べる講演会」です 


